
【第５学年国語】 

「組み立て表」を活用し，説得力のある意見文を書く 

 

１ 指導計画 

 

 

 

 

２ 指導のポイント 

  この問題は，保健室の利用記録と気温にかかわるグラフ，保健委員会の話し合いの様子を読み取り，

体調不良を防ぐ方法をげきで発表することに賛成する意見文を書くものである。ここでは，資料と本

文を関係付けて読み取る力，理由に説得力をもたせて書く力，指定された字数で書く力，内容をまと

めて書く力などが必要となる。 

そこで，これらの力を付けるために，次の三つの段階を踏みながら指導に当たる。 

 １時間目 

  まず，保健室の利用記録と気温にかかわるグラフ，話し合いの様子①を読み取り，体調不良になる

要因や対策をとらえる。次に，話し合いの様子②を読み取り，発言者の立場や考えをはっきりと表し

ている文や話し方に着目して，意見の述べ方をつかむ。また，〇×クイズとげきの，それぞれのよさ

と問題点を整理する。 

 ２時間目 

   げきで発表することに賛成する理由と問題点，その解決法について考える。問題点の解決策を述べ

ることが説得力を高めることにつながることを確認した上で，「組み立て表」を作成する。「組み立て

表」では，賛成する理由，問題点とその解決策の二つの視点から賛成の立場を裏付ける。 

 ３時間目 

   「組み立て表」を活用して意見文を書く。書き終えたら仲間と読み合い，文の型や表現方法に着目

して相互評価し，説得力のある意見文の書き方を確認する。 

 

３ 各時間の指導計画 

（１）資料を読み取り，説得力のある意見の述べ方をつかむ。二つの立場のよさと問題点を整理する。 

主な学習活動と教師の働き掛け ・留意点 □評価 

問題の設定を確認する 

T 保健委員は，村山先生とどんなことを話し合い，全校の子どもたちに何を

発表しようとしたのでしょう。 

・ 夏が近づくにつれ，保健室に来る子どもが多くなることや，その原因に

ついて話し合っています。 

・ これから暑くなることを考え，体調不良を防ぐ方法を全校の子どもたち

に伝える手段について話し合っています。 

・ 発表方法は，〇×クイズがよいか，げきがよいかを話し合っています。 

 

・ 資料の読み方や見方

を確認する。実態に

合わせ，項目や数値

の読み方を指導す

る。 

 

 

１時間目 資料を読み取り，説得力のある意見の述べ方をつかむ。二つの立場のよさと問題点を整理する。 

２時間目 問題点の解決策を考え，「組み立て表」を作る。 

３時間目 説得力のある意見文を書き，交流する。 



 

資料 A・Bを読み取る 

T 資料Ａ・Ｂからどんなことが分かるでしょう。 

・ 資料 Aを見ると，保健室を利用する人の合計が一番多いのは，６月とい

うことが分かります。 

・ 資料 Aを見ると，４月から６月にかけて増え続けているのは，けがだと

いうことが分かります。 

・ 資料 Aを見ると，５月から６月にかけて，３０人以上も増えたのは，体

調不良だということが分かります。 

・ 資料 Bを見ると，６月は最高気温も平均気温も２０度を超えていること

が分かります。 

 

話し合いの様子①を読み取る 

T 村山先生が，熱中症が心配される夏に向けて，心がけてほしいと思ってい

ることは何ですか。 

・ ぼうしをかぶることと，水分をこまめにとることです。 

 

話し合いの様子①・②を基に，説得力のある意見の述べ方をつかむ 

T 橋本さんは，話し合い①・②において，説得力のある述べ方をしています。

どのように発言していますか。 

・ 話し合いの様子①では，けが人が増える理由を予想して話しています。 

・ 話し合いの様子②では，「たしかに，～。でも，…」という話し方をし

て，話題の問題点を挙げた後で，解決するための方法を話しています。 

 

話し合いの様子②を基に，〇×クイズとげきの，よさと問題点を整理する 

T 話し合いの様子②を基に，〇×クイズとげきの，それぞれの立場のよさと 

問題点を整理しましょう。 

立 場 よ さ 問題点 

〇×クイズ ・聞き手に動きが出て，みん

なに集中して聞いてもらえ

る。 

 

・〇×クイズばかり出すと，

クイズに当たったかどうか

だけを気にして，大切なこ

とがうまく伝わらない。 

げ き ・げきで演じれば，外で遊ぶ

様子がよく伝わって，みん

なに楽しんで聞いてもらえ

る。 

・発表する人の動きばかりが

注目されて，ぼうしをかぶ

り，水分をこまめにとると

いう大切なことがうまく伝

わらない。 
 

 

・ 資料 A・B と話し合

いの様子①とを関係

付けて考えられるよ

うに指導する。 

 

・ 黒板に資料を拡大し

て提示し，児童と一

緒に数値や文言を確

認しながら印やサイ

ドラインを付ける。 

 

・ 熱中症対策の大切な

２点を確認する。 

 

・ 話し合い②では，「た

しかに，～。でも，

…」という論じ返し

（反駁）の述べ方を

すると，説得力が増

すことをおさえる。 

 

□論じ返しの述べ方を

理解している。 

 

・ 表にして分かりやす

く板書するとよい。 

 

・ 話し合いの様子②以

外にもよさや問題点

が出てくれば板書し

ていく。げきの問題

点は，次の授業に生

かすようにする。 

□二つの立場には，それ

ぞれよさと問題点が

あることを理解して

いる。 

 



【
組
み
立
て
表
】 

（２）問題点の解決策を考え，「組み立て表」を作る。 

主な学習活動と教師の働き掛け ・留意点 □評価 

げきの問題点と解決策を，資料や話し合いの様子を基に考える 

T げきの問題点はどのような方法で解決できるか，話し合いましょう。 

＜げきの問題点とその解決策＞ 

 

 

 

 

 

 

 

T げきの立場に賛成するためには，どのような順序で意見を述べるとよいで

しょう。 

・ 最初に，げきの立場に賛成することを述べて，賛成の理由を述べます。 

・ 次に，げきの問題点を挙げて，その解決策を述べます。「たしかに～。し

かし，…」という言い方をするといいです。 

・ 最後に，まとめを書きます。 

 

提示された構成を基に，「組み立て表」を作成する 

T 「始め―中―終わり」の三部構成の文章を書きます。「中」の部分にどのよ

うに書くと説得力が増すかを考えて，「組み立て表」を書きましょう。 

終わり 

（４だん落目） 

中 始め 

（１だん落目） 解決策(３だん落目) 問題点(２だん落目) 
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・ 資料を参考にして

自分なりの考えを

出すようにする。 

 

□げきの問題点に対す 

る解決策を考えてい

る。 

 

 

 

・ 意見文の流れを確

認し，「組み立て表」

の指導に入るとよ

い。 

 

 

 

 

・ 前時の学習をふり

返り，説得力のある

意見の書き方（予想

を入れる，論じ返

す）を確認する。 

 

・意見文を書く条件を

確認する。 

 

・ 話し合いの様子②

を参考にしても，自

分の考えを入れて

もよいこととする。 

 

□ 意見や理由の述べ

方をとらえている。 

 

・ 発表する人の動きばかりが注目されて，ぼうしをかぶり，水分をこまめ

にとるという大切なことがうまく伝わらない。 

⇒大切なことを画用紙に書いて見せれば，うまく伝わる。 

・ げきは，練習時間がたくさん必要になる。 

⇒いろいろな役を作って，保健委員のみんなで分担すれば，せりふも 

短くなり，練習の時間も少なくてすむ。 

・ ページが増えていくと合計を計算できなくなる。 

⇒図書室に電卓を置いたり，図書委員が手伝ったりすればいい。 



（３）説得力のある意見文を書き，交流する。 

主な学習活動と教師の働き掛け ・留意点 □評価 

「組み立て表」を用いて意見文を書く 

T 「組み立て表」を使って，説得力のある意見文を書きましょう。どのよう

に書くといいでしょうか。 

・ 「組み立て表」に文章を肉付けしていくといいです。 

・ 「しかし」「このように」などと，つなぎ言葉をつかって段落をつなげて

いくといいです。 

・ 原稿用紙の全体を見て，「始め―中―終わり」がどのくらいの場所にくる

のか，目安をもってから書くといいです。 

互いに意見文を読み合って，感想を交流する 

T 友達同士で文章を読み合い，交流しましょう。どのような視点で意見文を

読んだらいいでしょう。 

・ 賛成する理由に，どのようなことが書いてあるのかを読むといいです。 

・ 「たしかに～。しかし，…」という述べ方で，論じ返しができているか

を読むといいです。 

・ 問題点に対する解決策が，どのように書いてあるかを読むといいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 問題点の解決方法が詳しく書いてあって，説得力がありました。 

・ わたしの「終わり」は「始め」の繰り返しになっているから，「始め」と「中」

のまとめを入れて，内容をまとめるようにします。 

 

・書き始める前には，

「組み立て表」と原

稿用紙を見比べ，原

稿用紙を使う見通し

をもたせる。それぞ

れ何行ぐらいで書け

ばよいのかを考えさ

せる。 

・ 書くことが苦手な

児童には，各段落の

書き出しを示す。 

 

・「たしかに～。しかし   

…」という論じ返し

の述べ方を確認す

る。 

 

・終わりの段落では，

「このように」「つま

り」といった接続語

を使って，考えをま

とめるようにする。 

 

□ 立場と理由を明確

にし，条件を満たし

た意見文を書いて

いる。 

 

□終わりの段落に，伝

えたい内容を簡潔に

まとめて書いてい

る。 

 

□ 理由の書き方に着

目し，互いの意見文

を読み合っている。 



 


